
凪
す
る
。
元
中
の
頃
で
、
加
賀
住
友
次
又
は
わ
さ
ぎ

友
次
と
切
る
も
の
。
隠
永
の
頃
で
、
加
州
藤
原
友
次

と
切
る
も
の

o
m仁
の
頃
で
、
加
州
際
限
友
次
と
切

る
も
の
。

加
州
友
次
作
永
疋
十
二
年
と
切
る
も
の
が

あ
旬
、
新
刀
剣
に
於
い
て
は
加
州
住
友
次
於
越
前
作

之
と
切
っ
た
覚
永一
頃
の
も
の
が
あ
る
。

ト
モ
ツ
ナ
友
綱

加

到

の
刀
工
。
際
ぬ
友
制
問
と

切
る
。
古
刀
剣
に
屈
す
る
が
、
年
代
不
詳
で
あ
る
。

ト
モ
ナ
ガ

友

長

加

到

の
万
工
。

加
州
友
長

と
切
る
。
文
明
比
の
人
。

ト
モ
ノ
ブ

友

信

加

誌

の
万
工
。

加
賀
同
友
信

と
切
る
。
限
永一
頃。

ト
モ
ヒ
サ

友

久

加

賀

の
刀
工
。
友
久
と
切
る
。

阻
示
後
。

ト
モ
ヒ
ロ

友

弘

加

賀

の
万
工
。
友
弘
主
切
る
、

膝
山
田
一
振
で
あ
る
。
古
刀
矧
に
邸
す
る
が
年
代
不
明

で
あ
る
。

ト
モ
プ
エ
シ
ユ
ウ
と
も
ぶ
え
集
一
川
問
。
院
に

見
風
合
静
、
自
序
に
安
政
二
卯
秋
我
柳
と
あ
る
。
授

句
の
鋭
加
で
、我
仰
は
河
北
郡
諒
鰯
の
例
入
矢
田
氏
。

金
棒
近
隣
堂
民
問
屋
奥
作
枚
。

ト
モ
マ
ハ
リ

供
廻

務
士
の
従
へ
る
平
日
の
供

廻
は
、
年
訴
に
在
つ
て
は
陸
尺
の
外
凡
そ
十
人
。
人

持
組
入
千
石
以
上
は
そ
れ
よ
り
一
人
を
減
じ
、
三
千

石
以
上
亦
一
人
を
減
じ
、
=
一
千
石
以
下
の
人
持
組

・

諸
簡
役
及
び
入
百
石
以
上
の
平
士
は
大
槌
五
六
人
、

三
百
石
以
上
の
平
士
は
三
四
人
、
三
百
石
以
下
の
平

士
は
商
人
文
は
一
人
を
従
へ
た
。

ト
モ
ヨ
シ

友

吉

加

賀

の
刀
工
。
友
吉
と
切
り
、

膝
島

一
一
献
に
邸
す
る
。
明
隠
頃
。

ト
ヤ
イ
リ

鳥
屋
入

本
多
政
置
所
持
の
銘
あ
る

大
脇
指
で
、
鳥
屋
入
と
銀
曲
師
限
を
入
れ
て
あ
る
も
の
。

益
L
政
重
初
め
鹿
そ
の
主
を
鐙
へ
た
が
、
前
回
利
常

ト
モ
l

ト
ヤ

に
来
仕
す
る
に
及
ん
で
、
再
び
他
に
創
刊
ぜ
ぬ
決
知
を

去
し
た
も
の
か
と
い
ふ
。

ト
ヤ
マ
ジ
ヨ
ウ

富
山
城

越
中
新
川
却
に
在
っ

て
平
域
で
あ
る
。
武
鐙
に
よ
れ
ば
江
戸
と
の
餌
雌
、

東
海
道
経
由
間
百
六
十
六
里
、
北
陸
道
経
由
百
四
里
、

東
山
遊
間
町
間
百
七
十
五
虫
と
い
ふ
。
こ
の
地
に
築
城

し
た
初
は
水
越
越
前
守
勝
軍
の
時
で
、
後
一
剛
保
氏
三

悦
之
に
銭
旬
、
次
い
で
上
杉
謙
信
の
有
と
な
り
、
天

正
四
年
そ
の
将
小
笠
原
右
潟
助
長
際
、
上
杉
民
認
信

定
を
む
い
た
が
、
六
年
九
月
融
制
凹
信
長
の
将
知
際
新

膝
五
は
之
を
抜
き
、
七
年
佐
K

成
政
が
信
長
か
ら
越

中
四
郡
の
守
臨
時
噛
を
命
ぜ
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
白
城

を
修
し
て
之
に
居
た
。

十
三
年
八
且
初
出
市
秀
吉
越
中

を
攻
め
、
成
政
の
除
を
容
れ
、翌
九
且
そ
の
磁
波
・射

水
・締
必
三
加
を
牧
め
て
之
を
前

m利
長
に
典
へ
た
。

次
い
で
十
五
年
努
昔
、
成
政
を
肥
後
に
修
L
、
そ
の

前
領
新
川
郡
を
似
に
前

m利
家
に
治
せ
し
め
た
。
十

八
年
利
家
の
兵
を
関
東
に
出
し
た
時
、
前

m柴
作
直

知
を
し
て
宮
山
械
を
守
ら
せ
、
文
品
開
閉
年
七
且
に
叢

っ
て
新
川
部
を
純
然
た
る
領
土
と
し
て
加
賜
せ
ら
れ

た
。
監
長
二
年
十
月
利
長
射
水
郡
守
山
械
を
去
っ
て

白
山
城
に
移
。
、
四
年
間
三
用
利
門
歌
山
岡
じ
、
八
月
利

畏
の
大
坂
よ
り
館
封
し
た
時
、
己
は
直
に
金
悌
城
に

入
旬
、
前
田
直
知
守
宅
富
山
械
に
趨
き
、
抗
年
叉
利
長

の
出
陣
し
た
時
に
は
、
前
開
封
府
長
蔵
や
一
留
守
と
し

た
。
十
年
六
且
利
長
封
を
弟
利
協
に
秘
り
、
新
川
加

を
致
仕
街
に
宛
て
、
大
に
訴
山
城
を
修
め
て
之
に
紗

っ
た
。

十
四
年
三
且
十
八
日
制
川
の
河
口
柄
怨
民
平

左
衛
門
の
家
か
ら
火
を
渡
し
、
械
の
内
外
悉
〈
鍛
失

し
た
が
、
濁
り
千
石
町
神
戸
消
左
衛
門
の
邸
の
み
災

を
発
れ
た
。
利
回
目
乃
ち
之
に
入
り
、
居
る
こ
と
三
日

の
後
、
背
山
佐
渡
吉
次
の
銀
す
る
魚
油
城
に
赴
き
、

次
い
で
笛
山
が
平
野
の
聞
に
在
っ
て
、
風
威
、
国
に
猛

烈
の
た
め
、
森
府
に
前
う
て
闘
野
を
城
地
と
定
め
、

改
め
て
古
川
悶
と
名
づ
け
た
。
爾
後
富
山
城
城
代
の
有

無
は
昨
か
で
な
い
が
、
州
大
坂
浜
陣
の
際
結
回
刑
部

正
勝
を
留
守
さ
せ
た
こ
と
の
み
係
へ
ら
れ
る
。
見
永

十
五
年
幕
府
一
闘

一
城
の
制
を
定
め
た
が
、
富
山
城

は
厳
授
の
列
に
は
な
か
っ
た
。
十
六
年
利
常
、
子
利

次
に
封
イ
万
石
を
分
か
っ
た
鈴
、
十
七
年
十
周
利
次

入
部
し
、
仰
に
富
山
城
に
民
り
、ハ
甘
同
時
宮
山
は
利
次

の
所
領
で
な
い
。
〉
城
を
姉
民
都
百
塚
に
築
か
う
と
し

た
が
、
そ
の
山
口
大
に
し
て
容
易
に
成
ら

eさ
る
こ
と
を

限
り
、
成
治
三
年
七

H
領
邑
一
部
の
交
換
を
行
は
れ

て
、
白
山
も
亦
利
次
の
封
内
に
回
す
る
に
去
っ
た
の

で
、
そ
の
地
に
あ
る
古
城
を
修
め
て
之
に
居
る
こ
と

を
前
ひ
、
覚
。
叉
元
年
}
乱
用
朔
日
そ
の
許
可
を
得
た
。

是
に
於
い
て
小
将
組
木
村
撤
兵
衛

・
法
際
安
右
術
門

を
盟
関
奉
行
と
し
、
天
守
そ
建
て
、
的
=
一
，
厨
・
ニ
附

門
=
一
令
所
・託
木
門
七
之
町
・
木
戸
七
ヶ
所
等
を
這
り
、

本
丸
・
二
，
丸
・三
，
曲
輸
の
土
艇
に
掛
陥
酬
を
椛
へ
、
総

帥
附
東
西
南
=
一
方
の
期
を
協
大
し
、
東
出
丸
の
援
は
之

を
即
め
、
廷
に
東
方
の
間
引
を
穿
っ
た
。
そ
の
本
丸
は

南
煩
東
四
八
サ
三
側
、
商
頬
南
北
七
十
三
問
、
北
凱

旋
回
八
J
I
買
刷
‘
一
以
頼
南
北
百
七
十
況
問
。
三
，
丸

は
南
頼
東
西
百
二
十
六
問
、
商
頬
南
北
百
七
十
閥
、

北
頬
東
西
二
百
入
十
刷
、

東
頼
南
北
百
七
J
i
五
問
。

西
，
丸
は
悶
凱
旋
回
四
十
八
問
、
商
制
問
問
北
京
十
三

問
、
北
頼
東
西
二
百
入

f
問
、
東
頼
南
北
六
4
l
問
。

制
活
川
は
繊
の
函
南
を
綴
り
、
随
川
亦
そ
の
東
を
流

れ
る
。
紅
白
三
年
三
且
什
九
日
商
問
地
方
細
野
掬
左

衛
門
の
長
屋
よ
り
出
火
し
、

偶
南
風
烈
し
〈
千
数
百

戸
に
延
焼
し
て
、
係
炎
域
内
に

及
び
、
三
，
丸
の
米

限
を
柑
飢
餓
と
し
、東
西
岡
升
形
門
も
亦
災
に
縫
っ
た
。

抗
年
入
且
サ
抗
日
城
郭
修
抽
出
の
許
可
を
得
て
起
工
し

た
と
い
ふ
の
は
、
即
ち
前
災
に
よ
る
破
飢
を
修
理
し

た
も
の
と
思
は
れ
る
。
次
い
で
正
徳
四
年
二
且
七
日

夜
城
中
の
訪
中
」
部
屋
か
ら
出
火
し
、
本
丸
の
殿
宇
悉

〈
焼
亡
し
、
是
よ
り
以
後
侠
族
費
東
出
丸
に
似
屈
し

た
。
手
保
入
年
正
且
十
二
日
出
山
城
背
而
の
石
垣
刷

壊
す
る
こ
と
イ
六
間
字
、
そ
の
石
皆
様
中
に
務
ち
た
。

覧
政
七
年
二
月
本
丸
北
桜
の
石
垣
三
ヶ
所
突
出
し
た

の
で
、
=
一
且
修
理
の
工
そ
起
し
、
十

一
且
成
っ
た
。

天
保
二
年
四
且
十
二
日
正
午
問
問
地
方
滋

m捕
五
兵

衛
の
家
よ
り
出
火
し
、
南
風
最
も
強
烈
で
、
資
昏
に

及
ぶ
頃
姉
聞
く
閉
山
ま
っ
た
が
、
城
中
の
三
升
形
・夜
間

丸
・西
出
丸
・
本
丸
の
合
間
・諸
役
所
悉
く
焼
亡
し
、域

下
の
駐
寺
民
屋
亦
災
に
催
る
も
の
八
千
三
百
僚
を
却

し
た
。
五
月
務
侠
前

m利
幹
江
戸
よ
り
郎
。
、
近
際

丹
後
・浅
野
大
鎮
の
邸
を
服
用
し
て
路
加
と
政
腿
と

に
充
て
た
。
三
年
六
且
十
五
日
城
郭
の
修
容
を
企
て
、

問
問
老
背
山
下
野
守
に
上
冊
目
し
た
。
そ
の
趣
旨
は
、
富

山
城
の
本
丸
は
往
年
焼
亡
の
後
、
屋
字
は
到
に
伴
し

な
か
っ
た
が
、
三
，
丸
の
似
屋
・
二
，
丸
の
諾
役
所
、

そ
の
他
諸
番
町
、
皆
去
年
の
災
に
縫
っ
た
。
円
起
を
以

て
本
丸
内
に
前
の
三

J

丸
の
似
農
の
如
き
建
築
を
設

け
、
升
形
・
脇
門
等
も
亦
似
に
之
を
諮

b
、
他
年
お

の
づ
か
ら
完
備
せ
し
め
ん
こ
と
を
欲
す
る
と
い
ふ
に

あ
っ
た
。
七
且
六
日
終
府
そ
の
請
を
納
れ
、
本
丸
住

宅
以
下
の
築
詣
を
許
し
た
。
後
ぷ
永
五
年
先
に
似
に

諮
っ
た
大
手
門
・升
形
柄
門
そ
の
外
務
番
町
・掛
腕
を

磁
の
如
〈
改
め
謹
ら
ん
こ
と
を
諮
う
て
許
さ
れ
、
先

づ
大
手
門
・
総
門
の

工
を
起
し
、
十
二
月
十
五
日
終

成
し
た
。
=
年
}
乱
用
品川
八
日
新
た
に
殿
宇
を
東
出
丸

に
築
き
、
滞
侯
利
保
の
開
館
と
し
た
。
千
滋
御
殿
と

群
す
る
は
印
ち
是
で
あ
る
。
叉
奇
線
天
満
宮
を
=
一

J

丸
に
創
建
し
、
そ
の
閥
附
に
梅
街
百
椋
を
植
ゑ
た
。

然
る
に
安
政
二
年
二
且
廿
丸
日
夜
字
、
知
的
哨
西
中
野

村
の
能
平
磁
の
家
よ
り
出
火
し
、
荷
風
偶
滋
烈
で
あ

，、
O 

一


